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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．第66期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第66期

第２四半期連結 
累計期間 

第67期
第２四半期連結 

累計期間 
第66期

会計期間 
自平成23年１月１日
至平成23年６月30日 

自平成24年１月１日
至平成24年６月30日 

自平成23年１月１日
至平成23年12月31日 

売上高（百万円）  84,504  89,847  169,297

経常利益（百万円）  7,594  8,783  13,750

四半期（当期）純利益（百万円）  4,299  5,034  7,220

四半期包括利益又は包括利益 

（百万円） 
 4,506  5,282  6,227

純資産額（百万円）  112,667  117,568  114,445

総資産額（百万円）  191,208  200,518  185,282

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
 59.67  69.81  100.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 59.60  69.69  100.03

自己資本比率（％）  58.9  58.6  61.7

営業活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 6,863  11,219  12,957

投資活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 △8,694  △5,719  △6,178

財務活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 △2,152  △2,175  △2,118

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円） 
 27,008  37,660  35,148

回次 
第66期

第２四半期連結 
会計期間 

第67期
第２四半期連結 

会計期間 

会計期間 
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日 

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日 

１株当たり四半期純利益金額

（円） 
 34.90  35.77



当社グループは、当社及び子会社47社（うち連結子会社46社）により構成され、主な事業内容は、業務用厨房機器

の研究開発、製造、販売及び保守サービスであります。 

当第２四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、概ね次

のとおりであります。 

＜日本＞ 

主な事業内容の変更及び主要な関係会社の異動はありません。 

＜北中米＞ 

主な事業内容の変更及び主要な関係会社の異動はありません。 

＜欧州・アジア＞ 

平成24年３月に、中国における投資対応、中国国内の当社グループ会社の統括及び管理支援、事業拡大支援等を推

進するため、子会社として星崎（中国）投資有限公司を設立し、連結の範囲に含めております。 

２【事業の内容】



当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

(1) 業績の状況 

当第２四半期連結累計期間における国内の経済環境は、長期化する円高やデフレの影響等依然として厳しい環

境のなか、東日本大震災からの復旧・復興需要等を背景として、緩やかな回復基調が継続いたしました。海外に

おきましては、欧州の政府債務危機の深刻化、世界経済の減速等により、景気は先行き不透明な状況で推移いた

しました。 

当社グループを取り巻く環境におきましても、主要販売先である外食産業において、消費者の節約志向や外食

業界内の競争激化などにより、厳しい経営環境が続きました。 

このような環境のなか、当社グループは引き続き、国内では、外食産業への積極的な拡販と外食産業以外の新

規顧客の継続的な開拓を行ってまいりました。海外では、北中米、欧州・アジアにおいて、主力製品の拡販に努

めました。その一方で、原価低減に加えITを活用した業務の効率化や生産性の向上に努め、利益の確保にグルー

プをあげて取り組みました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高898億47百万円（前年同期比6.3％増）、営業利益90

億69百万円（同21.8％増）、経常利益87億83百万円（同15.7％増）となりました。また、四半期純利益は、50億

34百万円（同17.1％増）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①日本 

日本におきましては、業務用冷蔵庫、製氷機、食器洗浄機等の主力製品及びスチームコンベクションオーブ

ンをはじめとする戦略商品の拡販や、その他の新規顧客への積極的な営業活動を展開してまいりました。その

結果、売上高は727億８百万円（前年同期比7.7％増）、セグメント利益は75億61百万円（同31.8％増）となり

ました。 

②北中米 

北中米におきましては、製氷機や業務用冷蔵庫、飲料ディスペンサを中心に拡販を推進してまいりました

が、円高及び前年同期にあった飲料ディスペンサの特需の反動等により、売上高は145億36百万円（前年同期比

0.2％減）、セグメント利益は19億61百万円（同12.4％減）となりました。 

③欧州・アジア 

欧州・アジアにおきましては、主力製品の品揃え強化と積極的な拡販に努めてまいりました。その結果、売

上高は49億68百万円（前年同期比4.7％増）、セグメント利益は４億35百万円（同26.3％増）となりました。 

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】



(2) 財政状態 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ152億35百万円増加し、2,005億18百万円

となりました。 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ149億79百万円増加し、1,371億26百万円となりました。主な要因は、現

金及び預金、受取手形及び売掛金、有価証券の増加によるものであります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ２億55百万円増加し、633億91百万円となりました。主な要因は、のれん

の減少がありましたが、一方で、有形固定資産、投資その他の資産の増加によるものであります。 

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ121億12百万円増加し、829億49百万円と

なりました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ119億28百万円増加し、640億52百万円となりました。主な要因は、支払

手形及び買掛金、未払法人税等、賞与引当金の増加によるものであります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ１億83百万円増加し、188億97百万円となりました。主な要因は、退職給

付引当金の増加によるものであります。 

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ31億23百万円増加し、1,175億68百万円

となりました。主な要因は、利益剰余金、為替換算調整勘定の増加によるものであります。 

(3) キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ25億11百万円増加し、376

億60百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次

のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、112億19百万円の収入（前年同期は68億63百万円の収入）となりまし

た。これは主に、売上債権の増加額が53億４百万円ありましたが、一方で、税金等調整前四半期純利益が87億41

百万円、未払費用の増加額が55億44百万円あったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、57億19百万円の支出（前年同期は86億94百万円の支出）となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出が19億67百万円、投資有価証券の取得による支出が17億99百万

円、定期預金の純増による支出が10億50百万円あったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、21億75百万円の支出（前年同期は21億52百万円の支出）となりまし

た。これは主に、配当金の支払額が21億65百万円あったことによるものであります。 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。 

(5) 研究開発活動 

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、17億69百万円であります。 

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 



①【株式の総数】 

 ②【発行済株式】 

  （注）「提出日現在発行数」欄には、平成24年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

 （注）新株予約権の行使による増加であります。  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  250,000,000

計  250,000,000

種類 
第２四半期会計期間末
現在発行数（株） 
（平成24年６月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

普通株式  72,124,250  72,124,250

東京証券取引所 

名古屋証券取引所 

（各市場第一部）  

単元株式数  

100株 

計  72,124,250  72,124,250 ─ ─ 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
（株） 

発行済株式
総数残高   
（株） 

資本金増減額
（百万円） 

資本金残高
（百万円） 

資本準備金 
増減額      
（百万円） 

資本準備金
残高        
（百万円） 

平成24年４月１日～ 

平成24年６月30日 

（注）  

 6,000  72,124,250  3  7,816  3  5,647



  

（６）【大株主の状況】

  平成24年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

財団法人ホシザキグリーン財団 島根県出雲市園町1664番地２  5,800,000  8.04

ホシザキグループ社員持株会 愛知県豊明市栄町南館３番の16  4,487,690  6.22

坂本ドネイション・ファウンデイシ
ョン株式会社 

名古屋市瑞穂区春山町９番の１  3,180,000  4.40

坂本 精志 名古屋市瑞穂区  1,810,000  2.50

ゴールドマン・サックス・アンド・
カンパニーレギュラーアカウント
（常任代理人 ゴールドマン・サッ
クス証券株式会社） 

200 WEST STREET NEW YORK,NY,USA
(東京都港区六本木６丁目10番１号)  1,781,554  2.47

ジェーピー モルガン チェース 
バンク ３８５１７４ 
（常任代理人 株式会社みずほコー
ポレート銀行） 

125 LONDON WALL, LONDON, EC2Y 
5AJ, UNITED KINGDOM 
（東京都中央区月島４丁目16番13
号） 

 1,762,200  2.44

真木 薫 名古屋市緑区  1,757,000  2.43

真木 豊 名古屋市緑区  1,757,000  2.43

稲森 美香 横浜市緑区  1,722,500  2.38

森井 純子 東京都品川区  1,712,500  2.37

伊東 由美 静岡県沼津市  1,712,500  2.37

計 ─  27,482,944  38.10



①【発行済株式】 

 （注）「単元未満株式」には、当社所有の自己株式39株が含まれております。 

  

②【自己株式等】 

   

  

該当事項はありません。 

  

（７）【議決権の状況】

  平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ─ 

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ─ 

議決権制限株式（その他） ― ― ─ 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      400 ― ― 

完全議決権株式（その他） 普通株式  72,118,300  721,183 ― 

単元未満株式 普通株式     5,550 ─ 
１単元（100株）未満の

株式 

発行済株式総数  72,124,250 ─ ─ 

総株主の議決権 ─  721,183 ─ 

  平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の 
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％) 

 ホシザキ電機株式会社  
愛知県豊明市栄町

南館３番の16 
 400 ―  400  0.00

計 ─  400 ―  400  0.00

２【役員の状況】



１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平

成24年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

  

第４【経理の状況】



１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 81,418 85,022

受取手形及び売掛金 ※2  17,069 ※2  22,421

有価証券 6,410 8,200

商品及び製品 6,139 6,948

仕掛品 1,872 1,971

原材料及び貯蔵品 4,857 4,983

その他 4,462 7,676

貸倒引当金 △83 △96

流動資産合計 122,147 137,126

固定資産   

有形固定資産 36,741 37,420

無形固定資産   

のれん 7,598 6,975

その他 6,108 5,642

無形固定資産合計 13,707 12,618

投資その他の資産 ※1  12,687 ※1  13,352

固定資産合計 63,135 63,391

資産合計 185,282 200,518

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,490 12,238

未払法人税等 2,624 5,957

賞与引当金 2,206 2,707

その他の引当金 870 821

その他 36,932 42,328

流動負債合計 52,123 64,052

固定負債   

退職給付引当金 12,924 13,151

その他の引当金 740 723

その他 5,047 5,022

固定負債合計 18,713 18,897

負債合計 70,837 82,949



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,812 7,816

資本剰余金 14,335 14,338

利益剰余金 100,167 103,038

自己株式 △0 △0

株主資本合計 122,314 125,192

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △176 △151

為替換算調整勘定 △7,809 △7,585

その他の包括利益累計額合計 △7,986 △7,736

少数株主持分 117 112

純資産合計 114,445 117,568

負債純資産合計 185,282 200,518



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 84,504 89,847

売上原価 51,729 54,806

売上総利益 32,774 35,041

販売費及び一般管理費 ※  25,330 ※  25,971

営業利益 7,443 9,069

営業外収益   

受取利息 118 151

受取配当金 6 7

その他 199 184

営業外収益合計 324 343

営業外費用   

支払利息 5 7

為替差損 71 589

その他 96 33

営業外費用合計 174 629

経常利益 7,594 8,783

特別利益   

固定資産売却益 5 1

その他 1 －

特別利益合計 6 1

特別損失   

固定資産廃棄損 20 39

災害による損失 119 －

その他 7 3

特別損失合計 147 42

税金等調整前四半期純利益 7,453 8,741

法人税、住民税及び事業税 5,820 6,592

法人税等調整額 △2,662 △2,880

法人税等合計 3,157 3,712

少数株主損益調整前四半期純利益 4,296 5,028

少数株主損失（△） △3 △5

四半期純利益 4,299 5,034



【四半期連結包括利益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,296 5,028

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △29 25

為替換算調整勘定 240 228

その他の包括利益合計 210 253

四半期包括利益 4,506 5,282

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,507 5,284

少数株主に係る四半期包括利益 △0 △1



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 7,453 8,741

減価償却費 2,060 2,092

のれん償却額 752 717

退職給付引当金の増減額（△は減少） 221 226

賞与引当金の増減額（△は減少） 317 497

受取利息及び受取配当金 △125 △159

売上債権の増減額（△は増加） △4,442 △5,304

たな卸資産の増減額（△は増加） △826 △932

仕入債務の増減額（△は減少） 370 2,496

未払費用の増減額（△は減少） 5,312 5,544

その他 △1,611 438

小計 9,482 14,359

利息及び配当金の受取額 129 140

利息の支払額 △5 △6

法人税等の支払額 △2,742 △3,274

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,863 11,219

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △32,796 △36,663

定期預金の払戻による収入 25,396 35,612

有価証券の純増減額（△は増加） 1,099 △896

有形固定資産の取得による支出 △1,437 △1,967

無形固定資産の取得による支出 △161 △191

投資有価証券の取得による支出 △2,006 △1,799

投資有価証券の償還による収入 1,300 400

信託受益権の純増減額（△は増加） △113 △242

その他 25 29

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,694 △5,719

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △16 △14

配当金の支払額 △2,151 △2,165

その他 16 4

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,152 △2,175

現金及び現金同等物に係る換算差額 284 △811

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,698 2,511

現金及び現金同等物の期首残高 30,707 35,148

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  27,008 ※  37,660



  

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自 平成24年１月１日 
至 平成24年６月30日） 

 (連結の範囲の重要な変更) 

    第１四半期連結会計期間において、星崎（中国）投資有限公司を新たに設立したため、連結の範囲に含めており

  ます。  

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日 
至  平成24年６月30日） 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。 



※１. 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 

  
※２. 四半期連結会計期間末日満期手形 

     四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日に決済があったものと 

       して処理しております。 

    なお、当四半期連結会計期間末の期末日満期手形は次のとおりであります。  

  

※   販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

  

※   現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと 

    おりであります。  

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

   
前連結会計年度

（平成23年12月31日） 
当第２四半期連結会計期間
（平成24年６月30日） 

投資その他の資産 百万円 157 百万円 124

   
前連結会計年度

（平成23年12月31日） 
当第２四半期連結会計期間
（平成24年６月30日） 

受取手形 百万円 382 百万円 224

（四半期連結損益計算書関係）

   
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年１月１日 
至  平成23年６月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日 
至  平成24年６月30日） 

給与手当・賞与 百万円 10,840 百万円 11,018

賞与引当金繰入額  1,229  1,302

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

   
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年１月１日 
至  平成23年６月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日 
至  平成24年６月30日） 

現金及び預金勘定 百万円 74,436 百万円 85,022

現金及び預金勘定に含まれる 

預入期間が３カ月を超える定期預金 
 △47,427  △47,361

現金及び現金同等物  27,008  37,660



Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年６月30日） 

配当金支払額 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年６月30日） 

配当金支払額 

（株主資本等関係）

  
（決  議） 

  
株式の種類 

配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年２月10日 

取締役会 
普通株式  2,161  30 平成22年12月31日 平成23年３月15日 利益剰余金 

  
（決 議） 

  
株式の種類 

配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月10日 

取締役会 
普通株式  2,163  30 平成23年12月31日 平成24年３月14日 利益剰余金 



Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年６月30日）  

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

                               （単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額 百万円には、のれんの償却額 百万円、無形固定資産等の償却額

百万円、棚卸資産の調整額 百万円、その他セグメント間取引の調整等 百万円が含まれており

ます。 

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

   

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年６月30日）  

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

                               （単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額 百万円には、のれんの償却額 百万円、無形固定資産等の償却額

百万円、棚卸資産の調整額 百万円、その他セグメント間取引の調整等 百万円が含まれてお

ります。 

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

    

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  

報告セグメント
調整額 
（注）１  

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

日本 北中米 欧州・アジア 計

売上高             

外部顧客への売上高  65,736  14,386  4,380  84,504 ―  84,504

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 1,794  176  362  2,334  △2,334 ― 

計  67,530  14,563  4,743  86,838  △2,334  84,504

セグメント利益  5,735  2,240  344  8,320  △876  7,443

△876 △685

△221 △43 73

  

報告セグメント
調整額 
（注）１  

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

日本 北中米 欧州・アジア 計

売上高             

外部顧客への売上高  71,047  14,346  4,454  89,847 ―  89,847

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 1,660  190  514  2,364  △2,364 ― 

計  72,708  14,536  4,968  92,212  △2,364  89,847

セグメント利益  7,561  1,961  435  9,958  △888  9,069

△888 △668

△218 △110 109



 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。 

  

    該当事項はありません。 

  

  該当事項はありません。 

  

（１株当たり情報）

  
前第２四半期連結累計期間
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年６月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成24年１月１日 
至 平成24年６月30日） 

(1）１株当たり四半期純利益金額 円67銭 59 円81銭 69

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（百万円）  4,299  5,034

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円）  4,299  5,034

普通株式の期中平均株式数（千株）  72,066  72,120

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 円 銭 59 60 円69銭 69

（算定上の基礎）     

四半期純利益調整額（百万円）  －  －

普通株式増加数（千株）  85  122

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

－  － 

（重要な後発事象）

２【その他】



 該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】



 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているホシザキ電機

株式会社の平成２４年１月１日から平成２４年１２月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２４年

４月１日から平成２４年６月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２４年１月１日から平成２４年６月３０日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ホシザキ電機株式会社及び連結子会社の平成２４年６月３０日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

    平成24年８月10日

ホシザキ電機株式会社     

   取締役会 御中      

  有限責任監査法人トーマツ    

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 水上 圭祐  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 後藤 隆行  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 河嶋 聡史  印 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

       報告書提出会社）が別途保管しております。 

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。      


